
▲▲優良事業所の皆さん
と松田会長

▲▶全国大会への出場が決
まった宮腰勇次君（左か
ら2人目）と審査員

▲▲課題に取り組む様子

▲▶
開
催
挨
拶
を
述
べ
る
松
田
会
長

5
月
29
日（
火
）午
後
2
時
よ
り
、

富
山
市
呉
羽
ハ
イ
ツ
に
お
い
て
、
評

議
員
、
支
部
長
、
本
部
役
員
ら
120
名

の
出
席
の
も
と
、
平
成
30
年
度
上
期

評
議
員
会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
松
田
会
長
は
、「
前
回
評

議
員
会
で
緊
急
時
の
応
急
仮
設
木
造

住
宅
建
設
の
た
め
の
協
力
者
登
録
を

依
頼
し
た
と
こ
ろ
300
人
の
目
標
に
対

し
て
348
人
の
登
録
が
あ
り
災
害
時
の

地
域
貢
献
意
識
の
高
さ
に
敬
意
を
払

う
と
と
も
に
感
謝
を
し
た
い
。
な
お
、

本
日
は
、
各
委
員
会
の
報
告
お
よ
び

協
議
事
項
に
つ
い
て
慎
重
審
議
を
お

願
い
し
た
い
。」
と
開
催
挨
拶
を
述

べ
た
。

そ
の
後
、
議
長 

中
村 

満
氏
（
富

山
地
協
・
婦
中
支
部
）
を
選
任
し
、

笹
野
辰
雄
氏
（
新
川
地
協
・
上
市
支

部
）、
澤
田
忠
幸
氏
（
高
岡
地
協
・

氷
見
支
部
）
を
議
事
録
署
名
人
に
任

命
し
、
各
委
員
会
の
協
議
、
報
告
を

行
っ
た
。

◆
教
育
指
導
委
員
会

・▲▲

木
造
建
築
物
の
組
立
て
等
作
業
主

任
者
技
能
講
習
の
実
施
に
つ
い
て

・

技
能
検
定
の
受
検
要
請
に
つ
い
て

・

第
40
回
県
連
地
区
選
抜
対
抗
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催
に
つ
い
て

・

全
国
青
年
技
能
競
技
大
会
予
選
会

の
結
果
に
つ
い
て

・

担
い
手
育
成
の
た
め
伝
統
工
法
体

験
学
習
会
に
つ
い
て

◆
広
報
委
員
会

・

高
校
生
向
け
職
業
紹
介
冊
子
の
記

事
掲
載
と
配
布
報
告
に
つ
い
て

・
応
急
仮
設
木
造
住
宅
建
設
の
た
め

の
名
簿
登
録
に
つ
い
て

・

第
25
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
結
果

報
告
に
つ
い
て

・

県
下
一
斉
住
宅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
大
工
さ
ん
に
出
会
う
日
」
の
実

施
に
つ
い
て◆

労
務
対
策
委
員
会

・

建
設
業
退
職
金
共
済

の
加
入
促
進
に
つ
い

て
・

第
26
回
県
連
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
の
開
催
に
つ

い
て

・

労
働
安
全
対
策
活
動

の
取
組
み
に
つ
い
て

◆
財
政
委
員
会

・

通
常
総
会
（
新
年
総

会
）
収
支
報
告
に
つ

い
て

・

新
規
組
合
員
加
入
紹

介
運
動
に
つ
い
て

・

レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
の

解
散
に
つ
い
て

◆
青
年
部
協
議
会

・

組
織
拡
大
運
動
の
取

組
み
に
つ
い
て

7
月
3
日（
火
）午
後
2
時
よ
り
、

全
国
安
全
週
間
の
本
週
間
（
7
／
1

～
7
／
7
）
の
中
、
五
宮
神
社
に
お

い
て
第
36
回
と
な
る
安
全
祈
願
祭
が

関
係
者
ら
約
30
名
の
出
席
の
も
と
挙

行
さ
れ
た
。

祝
詞
奏
上
の
後
、
松
田
昇
県
連
会

長
、
来
賓
の
石
倉
裕
明
氏
（
富
山
労

働
局
健
康
安
全
課
長
）、
上
田
拓
夫

氏
（
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
富

山
分
会
事
務
局
長
）、
丸
田
和
重
氏

（
富
山
県
建
設
国
民
健
康
保
険
組
合

理
事
長
）
に
よ
る
玉
串
奉
奠
が
あ
り
、

労
働
災
害
無
事
故
を
祈
願
し
た
。

次
に
8
事
業
所
の
安
全
優
良
事
業

所
表
彰
を
行
い
、
杉
本
建
築
代
表　

杉
本
豊
治
氏
（
高
岡
支
部
）
が
受
賞

者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
、
安
全

祈
願
祭
を
終
了
し
た
。

上期評議員会を開催
各委員会の取組みについて報告・協議

平成30年度

キャンペーン県 下 一 斉

「大工さんに出会う日」
実施日：平成30年8月19日（日）

※実施内容などについては変更になる場合があります。

地協名 会　　場 開催時間 実　施　内　容

新

　
　
　
　
　
　
　川

▲朝日会場▲
五又路　クロスファイブ

AM▲10:00
～

PM▲3:00
住宅相談、とんかち教室、募金活動

▲入善会場▲
入善コスモ21

AM▲10:00

～

PM▲3:00
とんかち教室、包丁研ぎ、募金活動

▲黒部会場▲
メルシー黒部ショッピングセンター

AM▲10:00▲

～

PM▲3:00
住宅相談、とんかち教室、募金活動

▲魚津会場▲
魚津サンプラザ

AM▲10:00

～

PM▲3:00
住宅相談、とんかち教室、募金活動、
ミニハウス組立て（訓練校）

▲加積会場▲
滑川エール店

AM▲10:00

～

PM▲3:00
とんかち教室、募金活動

▲上市会場▲
カイナシティマックスバリュ上市店

AM▲10:00

～

PM▲3:00
住宅相談、とんかち教室、募金活動、
包丁研ぎ、カンナ掛け

▲立山会場▲
舟橋オレンジパーク

AM▲９:00

～

PM▲12:00
とんかち教室、募金活動、
魚つかみどり大会

富

　
　山

▲富山会場▲
富山市ファミリーパーク内
自然体験センター

PM▲１:00

～

PM▲４:00
とんかち教室、募金活動

富山市内独居高齢者住宅
AM▲8:30

～

AM▲10:30
建具小修繕

高

　
　
　岡

▲高岡会場▲
おとぎの森子供の家

AM▲10:00

～

PM▲3:00
とんかち教室、募金活動

▲射水会場▲
太閤山ランド　こどもみらい館

AM▲10:00

～

PM▲3:00
とんかち教室、住宅相談、募金活動

▲氷見会場▲
氷見ショッピングセンタープラファ

AM▲10:00

～

PM▲3:00
住宅相談、とんかち教室、募金活動、
包丁研ぎ

両

　砺

　波

▲砺波会場▲
ホームセンターシマヤ

AM▲10:00

～

PM▲3:00
とんかち教室、募金活動

▲福野会場▲
ショッピングセンターアミュー

PM▲１:00

～

PM▲3:00
住宅相談、とんかち教室、募金活動、
包丁研ぎ

平成30年度

安
全
祈
願
祭
を
挙
行

第36回

●安全優良事業所名
事業所名 代表者名 支部名

石 黒 建 築 石黒　諭志 上 市 支 部
藤 畑 建 築 藤畑　　昭 立 山 支 部
㈲ 高 木 建 築 高木　　勇 富 山 支 部
古 城 建 築 古城　浩一 富 山 支 部
杉 本 建 築 杉本　豊治 高 岡 支 部
鞍 馬 建 築 鞍馬　博文 戸 出 支 部
㈲ 中 田 建 設 中田　修二 福 岡 支 部
原 田 建 築 原田　　正 小矢部支部

9
月
15
日（
土
）～
17
日（
月
）に
茨

城
県
ひ
た
ち
な
か
市
で
行
わ
れ
る
全

国
青
年
技
能
競
技
大
会
へ
の
出
場
を

目
指
す
勉
強
会
【
4
月
22
日（
日
）】

と
予
選
会
【
5
月
20
日（
日
）】
が
砺

波
建
築
高
等
職
業
訓
練
校
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。

残
念
な
が
ら
今
年
度
富
山
県
予
選

会
に
は
、
宮
腰
勇
次
君
1
名
の
み
の

参
加
と
な
っ
た
が
、
全
国
大
会
出
場

の
た
め
の
課
題
に
真
剣
に
取
り
組
み
、

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
全
国

大
会
出
場
の
切
符
を
手
に
入

れ
た
。

宮
腰
君
に
は
、
大
会
ま
で

の
約
4
ヶ
月
間
、
課
題
練
習

に
取
り
組
み
一
層
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
、
本
大
会
で

の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

平
成
30
年
度
全
国
青
年
技
能
競
技
大
会

　富
山
県
予
選
会
を
開
催

宮
腰 

勇
次
君
が
全
国
大
会
へ

（
高
岡
地
協
、般
若
野
支
部
）
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▲▲K邸新築工事外観

▲▲K邸玄関

▲◀▼M邸改築工事▲
リビング（左）と屋根（下）

▲▶K邸ポーチ

▲▲夜遅くまで「富山の職人祭り」の企画会議をする青年部協議会

▲▲▶「富山の職人まつり」イベントポスター（左）と
チケット（右）

当
た
り
前
の
時
代
だ
っ

た
と
も
言
え
る
が
、
早

朝
か
ら
道
具
の
手
入
れ

や
刻
み
な
ど
作
業
の
準

備
を
し
た
り
と
、
毎
日

が
忙
し
く
、
ゆ
っ
く
り

ご
は
ん
を
食
べ
て
い
よ
う
も
の
な
ら

叱
ら
れ
た
り
し
た
も
の
だ
。

Ｑ　

独
立
し
て
か
ら
現
在
ま
で
の
様

子
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

20
歳
で
独
立
し
た
と
き
、
す
ぐ

に
新
築
を
1
軒
任
さ
れ
た
。
今
に
し

て
思
え
ば
、
親
戚
と
は
言
え
、
20
歳

の
若
造
に
よ
く
任
せ
て
く
れ
た
な
と

感
心
し
て
い
る
。
そ
の
後
結
婚
し
て

子
供
も
で
き
、
若
い
衆
を
常
時
4
、

5
人
抱
え
、
年
に
4
～
5
棟
は
新
築

を
手
が
け
て
い
た
。
今
ま
で
に
建
て

た
の
は
約
250
軒
ほ
ど
。
平
成
10
年
頃

ま
で
は
景
気
が
良
か
っ
た
が
、
バ
ブ

ル
が
は
じ
け
た
後
は
、
1
／
3
に
ま

で
仕
事
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
。

ま
た
、
子
供
が
小
さ
い
頃
、
一
級

建
築
士
の
資
格
を
も
つ
人
間
が
必
要

と
な
り
、
私
の
代
わ
り
に
妻
が
取
得

す
る
こ
と
に
。
会
社
の
事
務
や
経
理

を
こ
な
し
な
が
ら
、
小
さ
い
子
供
の

面
倒
も
見
て
、
合
間
に
専
門
学
校
へ

通
う
と
い
う
生
活
が
始
ま
っ
た
。
猛

勉
強
の
末
、
二
級
建
築
士
、
宅
地
建

物
取
引
士
、
一
級
建
築
士
と
、
見
事

一
発
合
格
。
長
年
、
公
私
と
も
に
支

え
て
く
れ
て
い
る
。
現
在
は
息
子
が

一
級
建
築
士
の
資
格
を
取
得
し
て
管

理
建
築
士
を
務
め
て
い
る
。

Ｑ　

こ
れ
ま
で
建
て
た
住
宅
の
中
で

印
象
深
い
家
は
？

Ａ　

あ
る
夫
婦
か
ら
、
そ
れ
ま
で
住

ん
で
い
た
広
い
家
を
減
築
し
た
い
と

の
リ
フ
ォ
ー
ム
依
頼
を
受
け
た
。
100

坪
の
農
家
住
宅
を
長
柱
6
本
だ
け
を

残
し
、
解
体
。
使
え
る
材
を
使
い
住

宅
再
生
を
手
が
け
た
。

Ｑ　

仕
事
す
る
上
で
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
は
？

Ａ　

一
番
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、

人
と
の
『
つ
な
が
り
』。
独
立
し
て

初
め
て
手
が
け
た
家
を
30
年
後
、
全

面
リ
フ
ォ
ー
ム
を
任
せ
ら
れ
、
最
近

で
も
40
年
ぶ
り
に
連
絡
を
く
れ
た
お

青
年
部
協
議
会
は
、
今
年
2
月
よ

り
県
下
地
域
青
年
部
は
も
と
よ
り
板

金
、
左
官
、
瓦
、
鳶
組
合
、
建
築
士

会
の
青
年
部
等
に
呼
び
か
け
準
備
を

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
は
技
能
者
の
保
有
資
格
や

社
会
保
険
等
の
加
入
状
況
の
登

録
の
ほ
か
、
日
々
の
就
業
記
録

を
蓄
積
し
て
い
き
、
キ
ャ
リ
ア

を
高
め
て
い
く
仕
組
み
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン

等
の
現
場
の
よ
う
に
、
建
設
現

場
の
管
理
棟
に
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
が
あ
り
現
場
へ
の
入
退
場
、

就
業
記
録
が
蓄
積
で
き
る
場
合

は
い
い
の
で
す
が
、
町
場
な
ど
、

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
が
設
置
さ
れ

な
い
現
場
で
は
、
ど
の
よ
う
に

Ｑ　

大
工
の
道
は
い
つ
か
ら
？

Ａ　

中
学
卒
業
後
の
15
歳
の
と
き
、

地
元
の
工
務
店
へ
修
業
に
入
っ
た
。

2
年
ほ
ど
自
宅
か
ら
通
っ
た
後
、
別

の
棟
梁
の
元
へ
住
み
込
み
で
弟
子
入

り
し
た
。

Ｑ　

な
ぜ
大
工
に
な
ろ
う
と
？

Ａ　

大
工
に
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な

か
っ
た
が
、
小
さ
い
と
き
か
ら
“
も

の
づ
く
り
”
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、

自
分
に
合
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
た
。
ま
た
、
地
元
に
大
工
が

少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
大
工

を
志
し
た
。

Ｑ　

修
業
時
代
の
様
子
は
？

Ａ　

3
年
ほ
ど
住
み
込
み
で
働
い
て

い
た
が
、
い
わ
ゆ
る
丁
稚
奉
公
ゆ
え

修
業
は
厳
し
か
っ
た
。
厳
し
い
の
が

客
さ
ん
か
ら
リ
フ
ォ
ー
ム
依
頼
が

あ
っ
た
よ
う
に
、
家
づ
く
り
に
お
い

て
施
主
と
施
工
主
は
『
建
て
た
ら
一

生
の
つ
き
あ
い
』
と
な
る
。
ま
た
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
て
い
た
頃
は
仕

事
と
の
両
立
が
大
変
だ
っ
た
も
の
の
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
つ
な
が
り
の
お
か
げ
で

仕
事
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
た
。
人

と
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
て
こ
そ
の
仕

事
だ
し
、
ま
た
そ
れ
が
数
十
年
後
、

新
た
な
仕
事
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く

の
だ
と
思
う
。

一番大切にしているのは
人との『つながり』

富山地協　婦中支部
小澤 哲夫さん（67歳）

進
め
て
き
た
「
富
山
の
職
人
祭
り
」

を
9
月
2
日（
日
）に
富
山
大
和
横
の

グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
で
開
催
す
る
こ
と

と
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
よ
り
多
く
の

人
に
富
山
の
若
き
職
人
の
姿
を
見
て

も
ら
い
理
解
を
得
る
こ
と
、
職
人
同

士
の
交
流
、
加
え
て
建
築
組
合
へ
の

理
解
と
加
入
促
進
を
目
的
と
し
て
開

催
す
る
も
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り

上
げ
る
た
め
の
催
し
な
ど
、
青
年
部

幹
部
は
知
恵
を
出
し
合
い
準
備
を
進

め
て
き
た
。

主
催
者
代
表
の
古
城
青
年
部
議
長

は
、「
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
心
配

な
面
も
あ
る
が
、
よ
り
多
く
の
組
合

員
、
一
般
の
人
に
来
場
し
て
も
ら
え

れ
ば
成
功
で
あ
り
、
次
の
一
歩
に
繋

が
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
」
と
抱

負
を
述
べ
て
い
る
。

当
日
の
催
し
も
の
と
し
て
、

○ 

地
協
対
抗
大
工
さ
ん
リ
レ
ー
（
釘

打
ち
・
鉋
つ
か
い
・
鋸
つ
か
い
・

の
み
つ
か
い
）

○
イ
ケ
メ
ン
職
人
投
票

○ 

子
供
大
工
さ
ん
コ
ー
ナ
ー
（
鉋
削

り
体
験
コ
ー
ナ
ー
）

○
若
鳶
は
し
ご
演
舞

○
建
設
国
保
相
談
コ
ー
ナ
ー

○
も
の
ま
ね
タ
レ
ン
ト
シ
ョ
ー

○
人
気
小
物
家
電
抽
選
会

○
飲
食
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー

○ 

職
人
コ
ー
ナ
ー
（
瓦
、左
官
、板
金
、

電
気
工
事
、建
築
士
会
コ
ー
ナ
ー
）

青
年
部
協
議
会
が

﹁
富
山
の
職
人
祭
り
﹂
　
　を
企
画・開
催
予
定

お 知 ら せ

第40回県連地区選抜対抗 
ソフトボール大会開催について

◆開催日時▲ 8月25日（土）午前9時より
◆開催場所▲ 富山市婦中羽根ピースフル公園運動広場
（対戦抽選会…8月9日（木）午後2時　県連会館にて）

10
月
本
番
稼
働
に
向
け
て

町
場
で
も
活
用
可
能
な
仕
組
み
を
開
発
中

就
業
記
録
を
蓄
積
す
れ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
現
在
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
（
以
下
、
ス
マ
ホ
）
の

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
利
用
し
て
現
場

の
入
退
場
を
デ
ー
タ
記
録
す
る

方
法
が
開
発
中
で
す
。

ス
マ
ホ
に
ア
プ
リ
を
取
り
込

み
、
現
場
到
着
時
と
退
出
寺
に

ボ
タ
ン
を
押
す
（
情
報
を
送

る
）
も
の
で
す
。
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
な
が

り
、
入
退
場
の
情
報
を
送
り
ま

す
。

事
業
所
は
技
能
者
の
出
面
表

を
作
成
で
き
、
技
能
者
は
施
工

の
予
定
を
確
認
で
き
る
機
能
も

付
加
さ
れ
る
予
定
。
1
人
年
間

5
千
円
の
使
用
料
と
な
る
見
込

み
で
す
が
、
全
建
総
連
の
仲
間

が
多
数
利
用
す
れ
ば
安
く
な
る

可
能
性
も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

住
宅
の
現
場
や
、
リ
フ
ォ
ー

ム
な
ど
の
現
場
で
も
、
き
ち
ん

と
就
業
履
歴
が
記
録
さ
れ
る
こ

と
が
肝
心
で
、
こ
の
仕
組
み
の

活
用
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

を
予
定
し
て
い
る
。

な
お
、
前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
２
，０

０
０
円
（
飲
食
コ
ー
ナ
ー
利
用
券
2
，

０
０
０
円
＋
小
物
家
電
抽
選
券
）
は
、

地
域
青
年
部
、
地
協
事
務
局
、
県
連

事
務
局
で
販
売
し
て
い
る
。

た
だ
し
売
り
切
れ
の
際
は
ご
容
赦

く
だ
さ
い
。
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●
物
故
会
員
名

（
平
成
30
年
４
月
11
日
～
7
月
20
日
）

支　

部

氏　

名

年
齢

魚

津

本
田　

政
雄

67
歳

富

山

鎌
田　
　

茂

92
歳

入

善

高
見　
　

修

67
歳

以
上
3
名

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

▲◀
抱
腹
絶
倒
の
副
住
職

に
よ
る
説
法

両砺波地協　砺波支部
青年部長　川辺 賢一

新
川
地
協　

加
積
支
部　

浜
田 

光
子

砺
波
青
年
部
長
を
務
め
て
お
り
ま

す
川
辺
で
す
。

高
校
卒
業
後
、
父
が
大
工
な
の
で

自
分
も
す
ぐ
に
大
工
に
な
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
父
か
ら
「
家

を
建
て
る
に
は
ど
ん
な
材
料
や
商
品

を
使
っ
て
ど
う
扱
う
の
か
、
ま
た
い

4
月
25
日（
水
）、
シ
ニ
ア
の
会
・

レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
合
同
春
季
視
察
研

修
会
が
行
わ
れ
、
あ
い
に
く
の
雨
の

中
、
参
加
者
70
名
が
一
路
福
井
へ
と

向
か
い
ま
し
た
。

最
初
に
臨
済
宗
妙
心
寺
派
寺
院
大だ

い

安あ
ん

禅ぜ
ん

寺じ

へ
。
こ
の
寺
は
国
の
重
要
文

化
財
で
、
北
陸
三
十
三
観
音
霊
場
の

10
番
目
の
札
所
と
な
っ
て
お
り
、
健

康
と
縁
結
び
の
ご
利
益
が
あ
る
そ
う

４
月
22
日
、
氷
見
市
柿
谷
の
木こ

乃の

香か

建
築
に
て
木

の
魅
力
を
学
ん
で
作
る
体
験
会
が
開
催
さ
れ
、
大
人

子
供
含
め
て
多
数
が
参
加
し
た
。
木
材
加
工
の
流
れ

や
機
械
加
工
と
手
刻
み
加
工
の
違
い
を
知
り
、
木
と

触
れ
合
う
刻
み
の
体
験
を
し
た
。

木
乃
香
建
築
代
表
の
正
力
健
太
郎
氏
よ
り
、
丸
太

か
ら
製
品
に
な
る
ま
で
の
流
れ
や
プ
レ
カ
ッ
ト
と
手

刻
み
の
違
い
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
柱
や
梁
・

桁
な
ど
を
組
ん
で
家
を
作
る
軸
組
工
法
を
紹
介
し
た
。

手
刻
み
の
実
演
で
は
、
ト
ン
ト
ン
カ
ン
カ
ン
と
手
際

よ
く
鑿の
み

を
叩
く
音
、
真
剣
な
眼
差
し
の
職
人
の
姿
に

参
加
者
は
魅
了
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
鑿
を
用
い
て
蟻

継
ぎ
加
工
の
実
践
を
参
加
者
に
し
て
い
た
だ
い
た
。

木
乃
香
建
築
で
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
し
て
お
り
、

大
安
禅
寺
、
朝
倉
氏
遺
跡
を
巡
っ
て

ろ
ん
な
材
料
の
名
前
、
人
と
の
付
き

合
い
方
な
ど
学
ん
だ
方
が
い
い
」
と

言
わ
れ
、
高
岡
問
屋
セ
ン
タ
ー
内
に

あ
る
建
材
屋
に
就
職
し
ま
し
た
。

6
年
ほ
ど
働
い
た
後
、
父
が
ケ
ガ

を
し
て
仕
事
が
遅
れ
て
困
っ
て
い
る

と
聞
き
、
大
工
に
な
り
ま
し
た
。
大

工
に
な
る
と
、
仕
事
の
ほ
か
に
組
合

の
行
事
に
も
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
正
直
面
倒
に
思
っ
て
い
た
と
き
、

青
年
部
長
か
ら
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

に
出
て
く
れ
な
い
か
と
い
う
電
話
が

あ
り
ま
し
た
。
顔
も
名
前
も
分
か
ら

な
か
っ
た
た
め
断
り
、
そ
の
後
も
誘

い
を
断
り
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
あ

る
現
場
で
組
合
員
の
方
か
ら
、「
一

度
顔
を
出
し
て
み
な
い
か
」
と
言
わ

れ
、
初
め
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は

年
齢
層
が
幅
広
く
、
下
は
20
代
か
ら

上
は
60
代
ま
で
、
職
種
も
さ
ま
ざ
ま

で
驚
き
ま
し
た
。
初
め
て
参
加
し
た

私
に
も
皆
さ
ん
は
優
し
く
接
し
て
く

れ
、
年
齢
差
も
関
係
な
く
チ
ー
ム
一

丸
と
な
り
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
大
会
後
の
祝
勝
会
で
は
、
話
し

て
み
る
と
面
白
い
方
が
多
く
、
ま
た

い
ろ
ん
な
考
え
の
方
が
お
ら
れ
、
自

分
に
と
っ
て
良
い
刺
激
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
は
で
き
る
だ
け
行
事

に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
10
数
年
、
青
年
部
長
に

な
っ
た
今
、
行
事
の
人
集
め
の
大
変

さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
家

庭
や
仕
事
の
都
合
が
あ
り
ま
す
し
、

組
合
活
動
に
興
味
が
な
い
の
も
事
実

だ
と
思
い
ま
す
。
青
年
部
員
の
減
少

に
よ
り
何
期
に
も
わ
た
っ
て
部
長
を

務
め
る
支
部
も
あ
り
ま
す
。
建
設
国

保
と
い
う
保
険
制
度
の
た
め
だ
け
に

加
入
し
て
い
る
方
も
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
建
築
組
合
は
多
く
の
方
と
知

り
合
う
た
め
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
出
会
い
が
仕
事
に
つ
な
が
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

昨
年
か
ら
異
業
種
交
流
と
い
う
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

会
で
は
女
性
と
の
交
流
も
あ
り
ま
す

が
、
県
内
中
の
職
人
が
集
ま
る
場
で

も
あ
り
ま
す
。
今
の
県
内
の
仕
事
状

況
や
施
工
の
仕
方
な
ど
も
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
県
青
協
議
長
・
古

城
さ
ん
は
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を

通
し
て
新
規
加
入
促
進
・
組
織
拡
大

に
努
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

活
動
に
あ
ま
り
参
加
さ
れ
て
い
な

い
皆
さ
ん
、
一
度
参
加
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
い
い
出
会
い

は
も
ち
ろ
ん
、
た
く
さ
ん
学
ぶ
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
よ
。

で
す
。
建
造
物
は
ど
れ
も
迫
力
が

あ
っ
て
繊
細
な
造
り
の
部
分
も
あ
り
、

神
秘
的
で
し
た
。
次
に
ビ
デ
オ
に
よ

る
住
職
の
座
禅
説
明
の
後
、
映
像
を

見
な
が
ら
全
員
で
実
践
。
私
は
身
体

が
硬
く
て
ギ
ブ
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
副
住
職
が
日
常
の
出
来
事

を
身
振
り
手
振
り
を
交
え
て
ユ
ー
モ

ア
た
っ
ぷ
り
に
説
法
さ
れ
、
笑
い
声

の
絶
え
な
い
大
変
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。
昼
食
後
は
一い

ち

乗じ
ょ
う

滝だ
き

へ
。
佐
々
木
小
次
郎
が
「
つ
ば
め

返
し
」
を
考
案
し
た
と
伝
わ
る
滝
を

見
学
。
し
か
し
寒
く
て
早
々
に
そ
の

場
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。

最
後
は
、
朝
倉
氏
遺
跡
へ
。
ガ
イ

6
月
19
日（
火
）

古
民
家
バ
ン
ク
会

員
21
名
参
加
の
下
、

上
期
現
地
視
察
研

修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
石
川
県
小
松
市
の
「
那な

谷た

寺で
ら

」
と
白
山
市
「
白し

ろ

山や
ま

比ひ

咩め

神
社
」

を
主
な
研
修
場
所
と
し
て
訪
問
し
た
。

い
ず
れ
も
江
戸
時
代
の
加
賀
藩
の
強

力
な
庇
護
が
あ
っ
て
現
在
に
引
き
継

が
れ
た
も
の
で
あ
り
、
加
賀
藩
の
勢

力
・
資
金
力
の
強
大
さ
が
う
か
が
い

知
れ
た
。
参
加
し
た
会
員
は
、
視
察

し
た
建
造
物
の
匠
の
技
に
見
入
る
と

と
も
に
、
相
互
交
流
を
図
り
充
実
し

た
1
日
を
過
ご
し
た
。

と
や
ま
古
民
家
伝
統
情
報
バ
ン
ク

上
期
現
地
視
察

研
修
報
告

ド
さ
ん
の
説

明
で
は
、
当

時
の
武
家
屋

敷
や
庶
民
の

町
屋
が
形
成

さ
れ
、
発
掘

さ
れ
た
塀
の

石
垣
、
建
物
、

柱
、
壁
、
建
具
等
の
出
土
品
が
そ
の

ま
ま
復
元
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

向
か
い
側
に
あ
る
墓
所
や
庭
園
の
遺

跡
も
散
策
し
、
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

今
年
度
で
レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
は
解

散
と
な
り
ま
す
が
、
残
り
の
行
事
も

楽
し
く
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

木の仕事
木の魅力を学んで作る体験会

桜
の
木
を
鉋
か
け
し
て
作
る
箸
と
桜
の
花
び
ら
を
形

に
し
た
箸
置
き
作
り
も
行
わ
れ
た
。

代
表
の
正
力
氏
は
、「
近
年
の
住
宅
や
公
共
施
設

の
建
物
に
は
木
材
が
多
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

木
材
加
工
が
多
様
化
し
て
プ
レ
カ
ッ
ト
が
当
た
り
前

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
一
本
一
本
、
木
の
癖
を
見
て

墨
付
け
し
て
鑿
を
叩
く
大
工

職
人
に
よ
る
伝
統
工
法
が
少

な
い
。
今
改
め
て
木
材
の
こ

と
、
プ
レ
カ
ッ
ト
・
手
刻
み

の
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
知
り

木
の
魅
力
と
温
も
り
を
感
じ

て
も
ら
え
る
機
会
を
作
り
た

か
っ
た
」
と
述
べ
た
。

氷見支部

●
議
案
第
1
号

平
成
29
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

Ⅰ
建
設
国
保
を
め
ぐ
る
情
勢

Ⅱ▲

平
成
29
年
度
の
事
業
及
び
運
営
に

つ
い
て

Ⅲ▲

平
成
29
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
に

つ
い
て

Ⅳ
事
業
別
報
告

　

1
．
被
保
険
者

　

2
．
保
険
料

　

3
．
補
助
金

　

4
．
保
険
給
付

　

5
．
高
齢
者
支
援
金
関
係

　

6
．
老
人
保
健
拠
出
金

　

7
．
介
護
納
付
金

　

8
．
保
健
事
業
の
実
施

　

9
．
医
療
費
の
適
正
化
対
策
諸
会
議

通
常
組
合
会
附
議
事
項

●
議
案
第
2
号

平
成
29
年
度
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件

⑴
歳
入

◇
保
険
料
収
入

◇
国
庫
補
助
金

◇
前
期
高
齢
者
交
付
金

⑵
歳
出

◇
保
険
給
付
費

◇
後
期
高
齢
者
支
援
金
、
介
護
納
付
金

◇
保
健
事
業
費

⑶
歳
入
歳
出
差
引
残
高

⑷
財
産
に
関
す
る
調
書

●
健
康
優
良
家
庭
表
彰

最
長
12
年
の
無
診
療
者
を
含
む
38

名
を
表
彰
す
る
。

国
の
来
年
度
に
向
け
た
予
算
編
成

の
始
ま
る
時
期
と
な
る
こ
と
か
ら
、

厚
労
省
の
概
算
要
求
に
建
設
労
働
者

の
声
と
し
て
“
国
保
組
合
に
対
す
る

補
助
金
現
行
水
準
を
確
保
”
す
る
よ

う
“
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
”
を
実
施
す
る
。

7
月
5
日（
木
）午
後
12
時
30
分

よ
り
、
東
京
・
日
比
谷
公
園
大
音
楽

平
成
31
年
度
予
算
要
求
運
動
開
始

全
建
総
連
予
算
要
求
中
央
総
決
起

大
会・地
元
国
会
議
員
要
請
行
動

堂
に
て
、
48
県
連
・
組
合
、
3
5
5
9

人
の
参
加
に
よ
り
、
全
建
総
連
7
・

5
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
、
予
算
要

求
中
央
総
決
起
大
会
が
開
催
さ
れ
本

県
か
ら
、
県
連
は
松
田
会
長
、
本
居

事
務
局
長
、
国
保
は
丸
田
理
事
長
、

山
本
常
務
理
事
、
山
本
事
務
局
長
が

参
加
し
た
。

ま
た
、
国
保
組
合
へ
の
31
年
度
国

庫
予
算
確
保
に
向
け
た
地
元
選
出
国

会
議
員
要
請
と
し
て
、
厚
生
労
働
大

臣
政
務
官
田
畑
裕
明
議
員
を
議
員
会

館
に
、
内
閣
官
房
副
長
官
野
上
浩
太

郎
議
員
を
首
相
官
邸
に
訪
問
し
来
年

度
の
国
保
組
合
に
対
す
る
補
助
金
の

現
行
水
準
確
保
に
向
け
、
厚
労
省
幹

部
に
趣
旨
を
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
要
請
し
た
。所

得
（
課
税
標
準
額
）

調
査
は
、
国
保
組
合
の

運
営
に
欠
か
せ
な
い
国
庫

補
助
率
を
算
定
さ
れ
る
た

め
の
大
切
な
調
査
で
す
。

今
年
度
は
、
4
年
ぶ
り

の
調
査
で
調
査
対
象
者

は
無
作
為
に
抽
出
さ
れ
、

組
合
員
と
そ
の
家
族
が
対

象
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
調
査
か
ら
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
っ
た

所
得
調
査
（
情
報
連
携
）

と
す
る
こ
と
か
ら
、
従
来

の
対
象
者
か
ら
提
出
い
た

だ
い
た
委
任
状
に
よ
る
役

所
か
ら
の
所
得
証
明
が
不

要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
確
定
申
告
が

未
申
告
等
で
情
報
連
携

調
査
が
で
き
な
い
場
合
に

は
、
書
類
提
出
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
そ
の
際

は
、
改
め
て
連
絡
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
30
年
度
は
、所
得

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す

70歳以上の皆さんへ

平成30年8月から高額療養費の自己負担限度額が変わります
今回の変更ポイント

現役並み所得区分が3つに細分化され、限度額が引き上げられます。
一般区分の外来の自己負担限度額が、ひと月18,000円に引き上げられます。 
ただし、年間上限額は、引き続き144,000円となります。

ポイント1

ポイント2

　　第195号 富山県建築組合連合会だより匠 平成30年（2018年）７月27日(3)

ホームページアドレス　http://www.kenchiku-toyama.com ／ Eメールアドレス　kenchiku-toyama@syd.odn.ne.jp



▲◀団体優勝した
射水チームの
皆さん

▲▲個人優勝▲
山本公平さん

高岡地協　新湊支部
高岡 亮輔

私
は
高
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
大

工
の
道
に
入
り
ま
し
た
。
親
の
跡
を

継
い
だ
わ
け
で
は
な
く
、
知
り
合
い

で
も
な
い
親
方
の
弟
子
に
入
っ
た
の

で
す
。
始
め
は
ノ
ミ
、
カ
ン
ナ
の
裏

出
し
か
ら
で
す
。
そ
れ
か
ら
ノ
ミ
の

か
し
ら
金
直
し
、
カ
ン
ナ
の
裏
金
仕

込
み
、
台
直
し
で
す
。
そ
れ
ら
が
終

わ
る
と
、
自
分
の
道
具
箱
を
作
ら
さ

れ
ま
し
た
。

一
体
何
日
か
か
っ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。
今
思
え
ば
、
戦
力
に
な
る

た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
時
間
だ
っ
た

の
で
す
ね
。
そ
こ
か
ら
は
、
材
料
の

墨
付
け
、
刻
み
、
カ
ン
ナ
削
り
。
親

方
に
は
「
大
工
の
仕
事
の
中
で
一
番

難
し
い
の
は
、
削
り
も
の
だ
」
と
言

わ
れ
な
が
ら
、
大
変
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

の
自
分
が
あ
る
の
も
親
方
の
教
え
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
親
方
は
も

う
亡
く
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
文
字

通
り
、
親
の
よ
う
な
存
在
の
親
方
で

す
か
ら
、
シ
ョ
ッ
ク
と
喪
失
感
で
し

ば
ら
く
の
間
は
気
が
抜
け
た
状
態
で

し
た
。
20
年
ほ
ど
経
っ
た
今
で
も
、

盆
と
正
月
に
は
挨
拶
に
行
っ
て
い
ま

す
。さ

て
、
私
も
親
方
と
な
り
、
い
つ

の
頃
か
ら
か
刻
み
の
プ
レ
カ
ッ
ト
が

主
流
と
な
り
、
お
客
様
自
身
が
「
安

い
プ
レ
カ
ッ
ト
で
い
い
で
す
」
と
言

う
よ
う
な
時
代
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
仕
方
な
い
で
す
ね
。
次
第
に

楽
し
み
で
あ
る
刻
み
仕
事
が
な
く

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
親
方
か
ら
受

け
継
い
だ
こ
と
を
後
継
者
に
伝
え
て

も
、
現
実
に
は
身
に
な
ら
ず
仕
事
も

そ
の
分
減
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
工
の
親
方
と
し
て
、
何
と
か
仕

事
を
作
ろ
う
と
思
い
、「
天
井
断
熱

気
密
・
床
断
熱
気
密
・
壁
断
熱
気

密
」
を
勉
強
し
な
が
ら
仕
事
に
な
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
お
客
様
か
ら
は

「
寒
く
な
く
な
っ
た
」
と
大
喜
び
さ

れ
、
ま
た
お
客
様
の
笑
顔
に
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

私
が
大
工
の
道
に
入
っ
て
40
年
以

上
が
経
ち
時
代
も
変
わ
り
、
最
近
で

は
“
建
て
方
大
工
請
け
負
い
ま
す
”

と
い
う
時
代
で
す
。
私
か
ら
す
れ
ば

ち
ょ
っ
と
変
な
感
じ
で
す
。
そ
し
て
、

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
最
近
の
刻
み

の
プ
レ
カ
ッ
ト
は
性
能
が
良
く
な
り
、

斜
め
梁
も
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
う
な
れ
ば
遊
び
心
の
あ

る
家
も
可
能
で
す
。

今
回
建
て
る
家
も
、
親
方
か
ら
受

け
継
い
だ
先
人
の
知
恵
と
、
現
代
の

優
れ
た
技
術
を
う
ま
く
取
り
入
れ
よ

う
と
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。
ま
た

お
客
様
か
ら
の
希
望
に
よ
り
、
ス
チ

●今回のお父さん
両砺波地協▲小矢部支部青年部　福田泰顕さん

●タテのキー
①炎天下で戦う高校野球、舞台は○○○○○球場
②東京とニューヨークとは姉妹○○
③お盆といえば、○○○ラッシュで電車は満員、道路は渋滞
④大学の受験にはまずこれを出して
⑤70歳のお祝い
⑥スポーツが得意な人は○○○○神経がよい
⑩8月、秋田で開かれる盛大なお祭り
⑫幻のヘビといわれます
⑭エンピツの真ん中
⑮矢を射る道具
⑰8月、仙台で開かれる盛大なお祭り
⑲フカヒレのフカって？
⑳ぜんぶ売れちゃいました
㉑寿司に添えられる生姜
㉒東京の隅田川をはじめ、全国で夏の行事の定番なのが○○○大会
㉔7月に行なわれる、京都の八坂神社の○○○祭
㉕浜辺でチョッキン、チョッキン
㉗里○○、薩摩○○、とろろ○○

●ヨコのキー
①結婚を契機に会社を辞めるのは、○○○○退社
④夏ならではの教育をする、林間○○○○
⑦土用の○○の日
⑧渡る○○○に鬼はない
⑨将棋で最初に王のすぐ隣にいる駒
⑩言い出した人から始めるのは、○○より始めよ
⑪⇔得
⑬ハンガーは○○○掛け
⑭夏にはがきで○○○○○見舞い
⑯亜鉛でメッキした、薄い鋼板
⑱奥様が大柄。○○の夫婦
⑲フィンランド風のお風呂
⑳⇔未来
㉒つい度を越してしまうのは、○○をはずす
㉓リレー競走で渡すもの
㉔お兄さんの奥様は○○の姉
㉕責任から解放されて、○○の荷がおりる
㉖遺伝子の組み替え技術などを駆使する、○○○テクノロジー
㉘露出の多い女性用の水着
㉙8月、京都の山に漢字一文字が浮かび上がる、○○○○○の火

夏の夜の必需品です

小
矢
部
市
立
大
谷
小
学
校
6
年

福
田 

唯
子
さ
ん

解答欄 A B C D E F G

私
の
お
父
さ
ん
は
、
す
ご

い
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

い
っ
ぱ
い
家
を
つ
く
り
、

み
ん
な
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」

と
言
わ
れ
ま
す
。
い
っ
ぱ
い

仕
事
を
し
て
、
遠
い
と
こ
ろ

へ
も
が
ん
ば
っ
て
行
き
ま
す
。

私
の
家
も
、
お
父
さ
ん
が

つ
く
り
ま
し
た
。
木
に
は
線

が
あ
っ
た
り
、
丸
の
も
よ
う

が
あ
っ
た
り
、
き
れ
い
な
色

を
し
て
い
ま
す
。
私
の
部
屋

が
一
番
好
き
で
す
。
　
　
　
　

寒
い
日
も
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。
暑
い
日
も
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。
朝
早
く
か
ら
夜

遅
く
ま
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
す
ご
い
で
す
。

　
　

お
父
さ
ん
、
い
っ
ぱ
い

い
っ
ぱ
い
あ
り
が
と
う
。
　
　

●先回の解答　ターミナル
●当選者　厳正な抽選の結果、次の5名の方に決定しました。
〈当選者名〉（敬称略）
水口　吉葊（加積）　　横田　慶子（呉羽）　　横堀　晴哉（射水）
林　　淑子（射水）　　木下久美子（氷見十三）

●応募方法　Ａ～Gの文字を順番に並べてできた言葉（解答）と住所・支部
名・氏名・年齢・電話番号を記入の上、下記までお送りください。FAXでも受け
付けます。５名様（正解者多数の場合は抽選）に1,000円分の図書券を進呈
します。解答と当選者は匠196号で発表します。

●応募締切日　2018年9月5日（水）消印有効
●送付先
　・〒939-8251　富山市西荒屋25-4▲
　富山県建築組合連合会　クロスワードパズル係

　・FAX：076-428-8277

レ
ン
ボ
ー
ド
で
家
の
模
型
も
作
り
ま

し
た
。
パ
ソ
コ
ン
Ｃ
Ａ
Ｄ
で
の
パ
ー

ス
、
鳥
瞰
図
よ
り
も
よ
り
現
実
的
で

納
得
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

私
は
8
月
で
61
歳
に
な
り
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
に
納

得
し
て
い
た
だ
け
る
家
を
提
供
で
き

る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

次
は
新
川
地
協
・
入
善
支
部
の

五
十
里
守
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

シニアの会 

第30回 パークゴルフ大会

日　時：6月5日㈫　9時30分スタート
場　所：いこいの村▲磯

い そ っ ぷ

波風（富山市婦中町）
参加者：43名
天　候：曇り時々晴

優勝　松下　時雄（立　山）　49
２位　畠山　光夫（西高岡）　49
３位　高木　嘉則（西高岡）　49
※同点の場合、年齢が高い方が上位として表彰

スコア

第26回 県連ゴルフコンペ

●団体の部
　優勝　射水	 220.4

　２位　婦中A	 221.2
　３位　入善	 223.0

●個人の部
　優勝　山本　公平（婦中A）	 71.2
　２位　林　　　誠（般若野）	 71.8
　３位　宮城　道明（西高岡A）	72.0

日　時：6月14日㈭　8時スタート
場　所：太閤山カントリークラブ
天　候：晴　　参加者：80名

トータル

ネット

〈成　績〉
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